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複数のデータセットの結合

【ファイル】

→【2つのデータセットを結合する】

によって複数のデータセットを結合した新たなデータセットを作成することが
できる。しばしば必要になるのは、同じ構造のデータセットを組み合わせて全
体の大きなデータセットを作成するような状況（例えば施設 Aと施設 Bの患
者データを統合する）であるが、その場合は「行単位での結合」を選択すれば
よい。以下の例では Data2にだけWBCという項目が含まれているが、「共通
の行または列のみ結合」のオプションを選ぶと共通して含まれる項目だけが新
しく統合されるデータセットに含まれるようになり、このオプションを選ばな
ければこの項目も欠損値は NAとして新しいデータセットに含まれる。

同様に、同じサンプルに対して異なる項目のデータを含むデータセットを組
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み合わせて新しいデータセットを作成する場合は「列単位での結合」を選択す
る。「共通の行または列のみ結合」のオプションを選ぶと共通して含まれるサ
ンプルだけが新しく統合されるデータセットに含まれるようになるが、このオ
プションを選ばなければすべてのサンプルが欠損値は NAとして新しいデー
タセットに含まれる。行の照合方法は「行番号で照合する」方法と「指定した
変数で照合する」方法が選択できる。前者の場合は row.namesが同じサンプ
ルが同一サンプルとみなされるため、特に row.namesを指定していない場合
は上からの行数が同じサンプルが同一サンプルとして統合される。一方、後者
の場合は、例えば IDのように各サンプルに固有のデータが存在するなら、そ
の変数を利用して確実にサンプルを照合して列を結合することができる。照合
する変数に重複があると総当たりの組み合わせで行が作成される。なお、両者
のスクリプト上の違いは前者がmerge（データセット 1, データセット 2, 
all=TRUE,  by="row.names"）で、後者は by="row.names"の部分が
by.x="ID", by.y="ID"となる。この all=TRUEの部分を all.x=TRUEとすれば


	p390
	第14章研究や学会・論文発表のためのテクニック
	1 複数のデータセットの結合


	p391



